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「笑顔」と「子どもが主語」を大切に 

校 長  入 江 泰 之 

 

 今年度も、保護者の皆様、地域の皆様には、本校の教育活動に対して温かいご理解とご支援を賜りまし

たことに、心より感謝申し上げます。 

 この一年間を振り返ると、本校が大切にしてきたことは、「笑顔」と「子どもが主語」の二つです。 

 はじめに、「笑顔」についてです。子どもたちの「笑顔」は、安全で安心できる環境の中でこそ生まれ

ます。分かったときの笑顔、できたときの笑顔、友だちと心が通じ合ったときの笑顔など、たくさんの笑

顔が、私たち教職員にとって何よりの喜びです。また、来校者の皆さんからも「笑顔がいいね」といった

言葉を何度もいただきました。大変うれしく思っております。「笑う門には福来たる」と言いますが、ま

さにそのとおりです。本校のよき伝統となるよう、これからも「笑顔」を大切にしてまいります。 

 次に、「子どもが主語」についてです。これは、大人の目線や都合ではなく、「この子にとってどうか」

「この子はどう感じているか」「この子は何を願っているか」など、何事も子どもを真ん中に置いて考え

ていくということです。そして、子ども自身の「思い」や「選択」を大切にしながら、自分らしく成長し

ていく歩みを支えることが、私たち教職員の使命であると、改めて感じています。日々の授業や行事の中

で、子どもたちはそれぞれのペースで確かな成長を見せてくれました。できなかったことができるよう

になった姿、自ら挑戦しようとする姿、友だちを思いやる姿など、そのどれもが、かけがえのない歩みで

す。そんな子どもたちの歩みを、これからもしっかりと支えてまいります。 

 来年度も引き続き、「笑顔」あふれる「子どもが主語」の教育を推進してまいります。ひとりひとりの

可能性を信じ、子どもたちとともに歩み続ける学校でありたいと考えております。今後とも本校教育へ

のご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

蒼海

 小学部にて「卒業生を送る会」が開催されました。
在校生はこの日に向け、感謝を込めて出し物やプレゼ
ント作りを頑張ってきました。１年生は歌、２年生は
ダンス、３年生は花束を贈り、４年生のレク（クイズ・
爆弾ゲーム）では全員が大盛り上がり。５年生は司会
進行として立派に会を運営しました。６年生からは中
学部への抱負と、各学級へフラワーボックスのプレゼ
ントがありました。みんなの「おめでとう」と「あり
がとう」が響き合う、笑顔あふれる温かい会となりま
した。 

 

 2月 25日（水）に中学部の卒業生を送る会を行い
ました。１年生が企画したレクリエーションでは、「爆
弾ゲーム」「じゃんけん列車」をして大盛り上がりで
した。２年生からは、木工制作したタブレットスタン
ドを３年生一人ひとりにプレゼントしました。３年生
からは感謝の言葉とダンスで在校生にエールを送り
ました。最後に全員で「贈る言葉」を合唱し、記念撮
影をしています。思いやりの気持ちが溢れている雰囲
気が伝わり、とても素晴らしい卒業生を送る会になり
ました。 

 

 

小・中学部 卒業生を送る会 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教頭 

宮下 博一 

転出 

札幌あいの里高等支援学校へ 

教頭として 3 年間大変お世話になりました。

保護者や地域の皆様の温かいご支援のも

と、かわいい子どもたちの確かな成長を見

守ることができたことを幸せに思います。心

より感謝申し上げます。 

期限付教諭 

米内山 佑佳 

任期満了 

約半年間お世話になりました。皆様のお

かげで毎日楽しく過ごすことができまし

た。ありがとうございました。  

教諭 

井島 祐輔 

転出 

平取養護学校へ 

開校から５年間大変お世話になりました。  

５年間で３回の卒業生を送り出すことができ

ました。 本当にありがとうございました。  

期限付教諭 

大久保 響 

任期満了 

短い期間ですが、子どもたちと共に学ぶ

ことができて嬉しかったです。本当にあり

がとうございました。 

教諭 

辻 朋佳 

 退職 

北見市立端野小学校へ 

皆さんと過ごした３年間が大切な思い出で

す。新任地でも精一杯頑張ります。ありがと

うございました。 

事務職員 

守屋 皓平 

転出 

札幌稲穂高等支援学校へ 

この度異動となりました。ここで学んだこ

とを活かし、次の場所でも頑張ります。あ

りがとうございました。 

期限付教諭 

山本 真也 

任期満了 

星置養護学校ほしみ高等学園へ 

１年という短い間でしたがお世話になりまし

た。毎日が子供達との楽しくて温かい幸せ

な時間でした。ありがとうございました。  

転出職員の紹介

 
 

 
～令和８年度 ４月の主な行事予定～ 

 ４月 ８日(水) １学期始業式・着任式（11:10下校） 

４月 ９日(木) 入学式（11:10下校） 

４月１６日(木) PTA三役会／尿検査① 

４月２０日(月) 全校集会① 

新入生・転入生個別懇談（～２４日） 

全校１３：２５下校（～２４日） 

４月２４日(金) 参観日①／保護者説明会／PTA総会 

＊４月の詳細予定及び５月以降の行事予定については、４月８日（新入生は４月９日）に配付します。 

「中学生時代に贈ることば」 
中学部主事 米山 隆弘 

  中学部３年生は、それぞれの進路が決まり、卒業を迎えることができました。中学生時代を、この苫小牧支援学校

で過ごし、晴れやかに次のステップへ向かう表情を見ると頼もしさを感じています。生徒たちが、陸上記録会や宿泊

学習、校外学習などで様々な経験を積み重ねることで友達や先生方と積極的に関わったり、一人でチャレンジしたり

して自分でやり遂げることができるようになってきました。これまでに培ってきたことの定着を目指して、自立した社会

生活に向かって確実に歩んでいます。なかでも職場体験学習では、１年生で５日間の一日作業学習を、２年生で地

域の施設清掃や商業施設のバックヤード見学、そして、３年生では、実際に福祉施設で大先輩と一緒に働く経験をし

ます。段階的にステップアップしながら、その環境下で健気に励み、多くの方から自分がやったことを褒められたとき

の満面の笑顔は、言葉にできないほどの感動を周りの人に与えてくれます。進路など将来の社会生活を見据えた情

報を共有しながら、本人の中学生生活がより充実したものとなるように努めますので、今後とも小さなことでも相談し

ていただければ幸いです。 

保護者の皆様、一年間、御協力ありがとうございました。そして、３年生のみなさん、御卒業おめでとうございます。 


